
報告事項ツ

平成２４年度鳥取県社会教育振興大会の結果について

平成２４年度鳥取県社会教育振興大会の結果について、別紙のとおり報告します。

平成２４年１１月２０日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



平成２４年度鳥取県社会教育振興大会の結果について

家庭・地域教育課

１ 概 要

（１）趣 旨

全県の社会教育委員をはじめ、社会教育関係者が一堂に会し、地域づくりや人づくりに向けた生

涯学習・社会教育活動の今後のあり方について考え、本県における社会教育の充実に資することを

目的として開催。

（２）日 時 平成２４年１０月２４日（水）１０：００～１６：１０

（３）会 場 倉吉未来中心

（４）主 催 鳥取県社会教育協議会

（５）共 催 鳥取県社会教育委員連絡協議会、鳥取県公民館連合会

（６）後 援 鳥取県教育委員会

（７）参加者 社会教育関係者等 １６７名（社会教育委員４１名、公民館関係者６０名、

地教委職員４３名、県教委職員１３名、その他１０名）

（８）内 容

【講 演】「社会教育における家庭教育支援のあり方」

講 師 九州女子大学共通教育機構 准教授 大島 まな 氏

【市町村実践発表】市町村の取組を実践発表と資料掲示に分かれて行う。実践発表を行う市町村が

分科会の協議題を設定し、取組を発表。（別紙参照）

２ 大会の成果

・講演では、現在の社会背景から子どもの「生きる力」が低下したこと、家庭・地域の教育力の再生の

必要性、社会教育の中での親への支援・子どもの発達支援等、具体的な家庭教育の支援について学び、

各市町村の今後の取組の参考となった。

・実践発表では、市町村が特色ある取組について発表と資料掲示に分かれて行い、お互いに学びあうこ

とができた。

・閉会行事で、大会宣言を採択し、各地域そして県全体の社会教育の機運を高め、一層の充実を図るた

めの取組の方向性について共通認識を図ることができた。（大会宣言参照）

＜講演＞ ＜実践発表＞
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平
成
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鳥

取
県

社
会

教
育
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興

大
会
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発
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掲
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発
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境
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子
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動
の
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計
画
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カ
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て

・「
社

会
教

育
施

設
に

お
け

る
生

涯
学

習
の

展
開

」
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野

町
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町
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収
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～
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事
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ッ
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取
組

に
つ

い
て

倉
吉

市

【
協

議
題

】地
域

の
拠

点
と

な
る

公
民

館
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あ
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い
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３
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～
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４

：
１

５

【
協

議
題

】住
民

が
一
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に

参
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で
き

る
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夫
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協

議
題
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館
活
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夢
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題

】事
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当
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協

議
題

】新
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受
講

者
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取
り

込
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に
つ

い
て

【
協

議
題

】若
年

層
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対
象

と
す

る
事

業
の

展
開

方
法

に
つ

い
て

（参
加

す
る

よ
う

に
仕

向
け

る
工

夫
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【
協

議
題

】住
民

の
参

画
と

協
働

に
よ

る
魅

力
の

あ
る

地
域

づ
く
り

１
５

：
１

５
～

１
５

：
５

５

【
協

議
題

】他
市

町
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通

学
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宿
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形
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成

果
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２
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３
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２
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～

子
ど

も
達

に
長

期
自

然
体

験
活

動
の

場
を

～

【
発

表
者

】
藤
井
　
仁
志
（船
上
山
少
年
自
然
の
家
　
所
長
）

【
発

表
概

要
】
10
年
ぶ
り
に
船
上
山
少
年
自
然
の
家
と
大
山
青
年
の
家
の
コ
ラ

ボ
事
業
。
小
・中
学
生
が
自
然
体
験
活
動
を
通
し
、
自
分
と
向
き
合
い
、
仲
間

の
協
力
で
い
ろ
ん
な
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
変
容
の
秘
密
を

紹
介
し
ま
す
。

【
日

南
町

】
「
町

内
関

連
歴

史
史

料
を

使
っ

た
文

化
講

座
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

【
発

表
者

】
伊
田
　
直
起
（
社
会
教
育
室
　
主
事
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【
発

表
概

要
】
日
南
町
で
は
昨
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よ
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史
資
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を
使
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
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催
し
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い
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近
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い
、
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史
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狙
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更
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。
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【
発
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】
横
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町
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育
委
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長
）

【
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要
】
教
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員
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｢時
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の
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踏
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し
ま
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【
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】
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掛
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～

【
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福
田
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史
、
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権
・社
会
教
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課
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門
員
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民

館
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教
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室
主
任
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【
発
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要
】
古
事
記
編
纂
13
00
年
を
契
機
に
、
行
政
が
地
元
と
協
働
す
る

仕
掛
け
を
つ
く
り
、
町
民
が
公
民
館
行
事
や
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連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
じ

て
、
古
事
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話
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南
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町
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２
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【
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表
者

】
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島
　
征
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府
町
文
化
協
会
長
）

【
発

表
概

要
】
江
府
町
文
化
協
会
が
主
体
と
し
て
商
工
会
他
５
団
体
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行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
月
遅
れ
の
４
月
３
日
よ
り
開
催
し
て
い
る
。
町
民
皆
が
楽
し

む
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と
、
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季
折
々
の
行
事
を
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す
こ
と
、
町
の
賑
わ
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

【
湯

梨
浜

町
】
ト

リ
ン

ド
ル

さ
ん

に
ま

け
ん

で
ー

　
き

て
ご

し
な

れ

【
発

表
者

】
前
田
　
ま
ゆ
み
（
舎
人
地
区
公
民
館
）

【
発

表
概

要
】
〈公
民
館
運
営
の
工
夫
〉

・
ユ
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ー
ク
な
題
目
に
つ
い
て

・
地
域
の
特
徴

・
人
集
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
講
師
を
お
願
い
す
る
秘
訣

・
ど
こ
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
か

・
今
後
は
？

【
米

子
市

】
「
子
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も

・
大

人
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居
場

所
を

次
世

代
に

つ
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ぐ
」

 ～
地

域
の

力
～

【
発

表
者

】
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下
　
光
子
〔
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津
地
区
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
活
動
実
行
委
員
会
副

会
長
〕
　
實
近
孝
子
〔ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〕

【
発

表
概

要
】
平
成
16
年
度
～
18
年
度
ま
で
文
科
省
の
支
援
を
受
け
た
「
子
ど

も
の
居
場
所
推
進
事
業
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
以
降
も
当
地

域
で
は
同
事
業
を
自
力
で
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
経
緯
、
事
業
内
容
、
成

果
、
課
題
等
に
つ
い
て
発
表
い
た
し
ま
す
。
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大  会  宣  言  

 

 私たち社会教育関係者は、鳥取県及び各市町村の社会教育のさらなる充実をめざし、本日、

倉吉未来中心に集い、平成２４年度鳥取県社会教育振興大会を開催した。 
 本年度は、「社会教育における家庭教育支援のあり方」について講演を聴き、それぞれの

立場でどのような取組ができるのかを考えるきっかけとすることができた。また、昨年度に

引き続き、県内全市町村がそれぞれの特色ある取組を発表または資料掲示し、意見を交わし

交流する貴重な機会となった。 
今夏明らかとなった大津市での「いじめ自殺事件」は私たちに大きな衝撃を与えた。学校

教育のあり方が問われることは当然のこととして、生命の尊さを伝えることや子ども達の自

尊感情・規範意識を育むことへの、家庭教育や社会教育の役割が果たせていたのか考えさせ

られる。学校・家庭・地域の連携が強く叫ばれる昨今、改めて今日的課題に対応した、青少

年教育や家庭教育の推進に取り組まなければならない。私たちは、こうした社会情勢をふま

え、社会教育にかける熱い思いと研修・交流で得た成果を活かし、各地域、そして県全体の

社会教育の一層の充実を図るために、次の事項を共通の認識とする。 
 

一 将来の地域を支え、「鳥取県の宝」である子どもの健やかな育成に資するため、家庭教

育に関する学習機会や情報の提供のみならず、教育行政が中心となって、学校や福祉行

政、関係団体等と密接に連携しながら、相談・助言、交流の機会の提供など保護者支援

の取組も積極的に進め、家庭の教育力の向上を図る。 

 

一 ふるさと鳥取に愛着を持つ子どもの育成に、学校・家庭・地域社会が連携・協働して取

り組み、地域の教育力の一層の向上を図りながら、生涯にわたって社会全体で取り組む

学びの息づくまちづくりを進める。 
 

一 地域住民や社会教育関係団体の願いを、社会教育行政に届けることが社会教育委員の役

割であることを再認識し、社会教育の現状や課題の把握に努め、社会教育の推進に向け

た施策の提案等委員活動を充実する。 
 

一 人づくり・地域づくりを担う拠点である公民館及び類似施設の充実こそが、住民を元気

にし、地域活性化の原動力となることを再認識し、生涯学習のあるまちづくりを展望し

つつ、地域課題に対応した取組や地域の指導者・リーダーの育成に努める。 
 

一 人と人との絆を育む社会教育に携わる者として、各地域そして県全体での研修や情報交

換の場に積極的に参加し、社会教育関係者がつながり合いネットワークを広げていくよう

努める。 
以上、ここに宣言する。 

 
平成２４年１０月２４日                                   

平成２４年度鳥取県社会教育振興大会 
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